
令和５年度　第２回　名古屋市蓬左文庫講演会

　『銅人腧穴鍼灸図経』 は、 北宋時代に成立した鍼灸医学書であり、 当文庫に伝わるその拓

本は、 尾張藩初代藩主徳川義直の蔵書と考えられています。 近年、 中国史 ・ 医学史 ・ 古

文書学などの専門家が構成する研究チームと連携して調査を進めており、 拓本の裏打ち紙に

用いられている明代の官文書の記述から、 その制作年代がほぼ特定されました。 今回は、

研究チームの代表者から、 この本の来歴と 17 世紀前半の東アジアにおける医学交流の実態、

今後の調査研究の展望について紹介します。

〒461-0023　名古屋市東区徳川町 1001

【TEL】 （052） 935-2173

【FAX】 （052） 935-2174

【E メール】 info@housa.city.nagoya.jp

講師

日時

会場

参加費

令和６年１月２４日 （水）

１３ ： ３０－１５ ： ００ （開場 13 時）

徳川園ガーデンホール
　名古屋市東区徳川町 1001

定員
申込

聴講無料　
　＊徳川園入園料 300 円が必要

８０名 ・ 抽選　
　 ＊12 月 11 日 ( 月 )-1 月 10 日 ( 水 )　必着
   ＊申込方法は裏面参照

問い合わせ
講師プロフィール

立命館大学 文学部 教授

井上 充幸氏
  い   の うえ         みつ    ゆき

，

『銅人腧穴鍼灸図経』 拓本の表と裏を読み解く
—17 世紀前半における東アジアの医学交流—

どう      じん      しゅ      けつ     しん    きゅう      ず       けい

1971 年生。京都大学文学研究科歴史文化学専攻東洋史学

専修博士後期課程単位取得満期退学。博士（文学）。

主な著作 ： 「汪砢玉の生涯—『珊瑚網』から見る明末の嘉興に

おける文雅について—」 『立命館東洋史学』 第 40 巻 （2017

年）、 「平天仙姑小考—黒河中流域における水神信仰の過去

と現在—」『立命館東洋史学』第 35 巻 （2012 年）など。

おう   ら  ぎょく

＊拓本 ： 石碑や器物にある文字や模様を紙に写し取ったもの

＊

ほう   さ   ぶん   こ



令和５年度　第２回　名古屋市蓬左文庫講演会

※取得する個人情報は本事業に関する連絡 ・ 集計に使用します。

※障害等により特別な配慮が必要な方は、 開催日の 2 週間前までにご相談ください。

※情報は今後変更する場合があります。 ご来館前に最新の情報を名古屋市蓬左文庫公式サイト ・ X( 旧 Twitter)　でご

確認ください。

【E メール】 または 【往復はがき】 または 【FAX】

　＊1 申込につき 1 名まで
方法

〆切

上記①～④の項目を明記の上、 下記にご連絡ください。

申 込 先 ( 件名 ) ： 名古屋市蓬左文庫 「講演会」 係

《E メール》  info@housa.city.nagoya.jp

《往復はがき》  〒461-0023 名古屋市東区徳川町 1001

【E メール】 または 【往復はがき】 での申込

【FAX】 での申込
　このチラシに直接記入して送信してください。

《FAX》 （052） 935-2174

①講演会名

②お名前

③住所

④電話番号

令和５年度　第２回　名古屋市蓬左文庫講演会

「『銅人腧穴鍼灸図経』 拓本の表と裏を読み解く—17 世紀前半

における東アジアの医学交流—」

〒

ふりがな

＊FAX での申込の場合、 FAX 番号も記入

画像 ： 『銅人腧穴鍼灸図経』 より　名古屋市蓬左文庫蔵

令和６年１月１０日 （水） 必着

ほう      さ     ぶん     こ


